
下
郷
町
中
妻
に

は
、
二
重
土
塁
を

伴
う
「
九
々
布
城

跡
」
が
築
か
れ
、

鴫
山
城
の
後
方
拠

点
と
し
て
控
え
て

い
ま
し
た
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
若
松
城

を
居
城
と
し
た
一
二
〇
万
石
の
上
杉

景
勝
。
す
べ
て
を
景
勝
か
ら
委
任
さ

れ
た
執
政
の
直
江
兼
続
。
豊
臣
秀
吉

の
死
後
、
勢
力
拡
大
を
も
く
ろ
む
徳

川
家
康
。
家
康
は
『
譜
牒
余
録
』
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
五
月
三
日
、

諸
大
名
に
上
杉
討
伐
令
を
出
し
ま
す
。

景
勝
と
兼
続
は
『
上
杉
文
書
』
六
月

十
日
、
神
指
城
築
城
を
中
止
し
、
家

康
と
の
臨
戦
態
勢
に
入
り
ま
す
。

家
康
と
の
決
戦
の
地
は
白
河
。

『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
上
杉

軍
は
、
奥
州
街
道
を
封
鎖
し
、
新
た

に
街
道(

現
二
九
四
号
線)

を
開
き
、

白
河
の
南
、
皮(

革)
籠
原
に
決
戦
場

を
造
成
、
阿
武
隈
川
や
黒
川
か
ら
水

を
引
き
入
れ
、
正
面
で
徳
川
軍
を
食

い
止
め
、
西
側
、
東
側
、
後
方
の
三

方
か
ら
徳
川
軍
を
取
囲
み
殲
滅
す
る

作
戦
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

一
、
正
面
は
、
六
万
四
千
人
を
配
置

し
、
白
河
南
の
皮
（
革
）
籠
原
に

防
塁
を
築
き
、
敵
を
足
止
め
す
る
。

二
、
正
面
後
方
の
勢
至
堂
峠
に
は
、

景
勝
本
陣
を
築
き
八
千
人
を
置
く
。

馬
入
峠
周
辺
に
は
二
万
人
を
置
く
。

三
、
西
の
南
山
に
は
、
南
山
田
島
の

鴫
山
城
を
拠
点
に
、
兼
続
は
弟
に

命
じ
山
王
峠
南
の
鶴
ケ
渕
に
防
塁

を
築
き
三
万
人
を
置
く
。

四
、
東
の
棚
倉
に
、
同
盟
を
組
ん
だ

佐
竹
義
宣
が
本
陣
を
築
き
、
政
宗

に
敗
北
し
会
津
を
去
っ
た
葦
名
義

広
を
置
く
。
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い
う
布
陣
を
し
、
上
杉
軍
は
家
康
と

の
「
決
戦
」
に
備
え
て
い
ま
し
た
が
、

七
月
二
十
五
日
の
小
山
評
定
に
よ
り
、

家
康
は
西
に
引
き
返
し
、
関
ヶ
原
の

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
直

接
戦
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

関
ヶ
原
に
匹
敵
す
る
白
河
の
戦
い
は

「
幻
の
白
河
決
戦
」
と
な
っ
た
の
で

す
。
両
軍
の
国
境
を
挟
む
布
陣
は
、

『
大
嶋
文
書
』
に
よ
る
と
慶
長
六
年

五
月
十
一
日
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

南
山
の
田
島
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
し

た
。

鶴ケ渕防塁跡

鶴
ケ
渕
防
塁
跡
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